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第２回 石狩川（下流）水系流域治水協議会
参考資料－１

・第１回 石狩川（下流）水系流域治水協議会 議事概要



石
狩
川
（
下
流
）
水
系
流
域
治
水
協
議
会
（
第
１
回
）
議
事
概
要
 

 

■
開
 催

 日
：
 
令
和
２
年
９
月
２
３
日
（
水
）
 

■
開
催
方
法
：
 
書
面
会
議
 

■
関
 係

 者
：
 
協
議
会
構
成
員

 

■
議
 
 
題
：
 

 
（
１
）
気
候
変
動
を
踏
ま
え
た
「
流
域
治
水
」
へ
の
転
換
に
つ
い
て
 

 
（
２
）
石
狩
川
（
下
流
）
水
系
流
域
治
水
協
議
会
の
設
置
に
つ
い
て
 

 
（
３
）
協
議
会
で
の
検
討
事
項
と
今
後
の
進
め
方
（
案
）
に
つ
い
て
 

 
（
４
）
流
域
治
水
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
中
間
と
り
ま
と
め
（
案
）
に
つ
い
て
 

■
議
事
結
果
：
 

 

議
題
（
１
）
に
つ
い
て
 

＜
意
見
ま
た
は
質
問
＞
 

 
意
見
等
な
し
 

 議
題
（
１
）
は
了
承
さ
れ
た
。
 

  

議
題
（
２
）
に
つ
い
て
 

＜
意
見
ま
た
は
質
問
＞
 

滝
川
市
 

○
 規

約
(案

)第
５
条
（
地
域
部
会
）
に
つ
い
て
 

・
雨
竜
川
外
地
域
部
会
は
、
構
成
市
町
も
多
く
本
川
と
支
川
の
何
れ
に
し
か
接
し
な
い
自
治
体
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
部
会
を
細
分
化
（
雨
竜
川
/石

狩
川
）
す
る
こ
と
の
方
が
議
論
等
の
活
発
化
が
見
込
ま
れ
る
。（

期
成

会
の
構
成
や
取
組
み
、
集
合
体
と
し
て
も
議
論
等
の
円
滑
化
が
見
込
ま
れ
る
。）

 

 （
事
務
局
か
ら
の
回
答
）
 

・
ご
意
見
の
と
お
り
、
各
地
域
に
お
け
る
流
域
対
策
の
取
組
内
容
に
つ
い
て
、
議
論
の
活
発
化
、
円
滑
化
が

図
ら
れ
る
よ
う
に
会
議
を
運
営
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
 

ご
意
見
を
踏
ま
え
て
、
構
成
市
町
の
多
い
雨
竜
川
外
地
域
部
会
に
お
い
て
は
、
他
の
構
成
機
関
の
ご
意
見

も
踏
ま
え
つ
つ
、
会
議
の
構
成
を
よ
り
細
分
化
す
る
な
ど
会
議
の
運
営
を
工
夫
し
て
ま
い
り
ま
す
。
 

  江
別
市
 

〇
次
の
理
由
か
ら
、
国
や
北
海
道
な
ど
の
農
業
部
局
の
参
画
を
希
望
し
ま
す
。
 

・
設
立
趣
旨
に
お
い
て
、「

流
域
全
体
の
あ
ら
ゆ
る
関
係
者
が
協
働
し
、
流
域
全
体
で
水
害
を
軽
減
さ
せ
る

治
水
対
策
“
流
域
治
水
”
を
推
進
す
る
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
 

・
資
料
－
１
（
Ｐ
４
）
の
「
流
域
治
水
へ
の
転
換
」“

①
氾
濫
を
で
き
る
だ
け
防
ぐ
”
及
び
“
②
被
害
対
象

を
減
少
さ
せ
る
”
に
お
い
て
、「

田
ん
ぼ
や
た
め
池
等
の
治
水
利
用
」
と
の
記
載
が
あ
り
、
農
業
所
管
部
局

と
の
調
整
を
要
す
る
こ
と
。
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・
当
市
は
石
狩
川
の
下
流
に
位
置
し
て
お
り
、
市
内
に
お
い
て
、
夕
張
川
、
千
歳
川
、
豊
平
川
、
篠
津
川

（
運
河
）
な
ど
の
大
支
川
が
合
流
し
、
緩
や
か
な
河
川
勾
配
で
あ
る
こ
と
な
ど
の
地
理
的
条
件
か
ら
、
市
内

及
び
近
郊
に
お
い
て
１
９
も
の
農
業
所
管
の
排
水
機
場
が
あ
り
、
内
水
排
除
施
設
が
重
要
な
要
素
と
な
っ
て

い
る
こ
と
。
 

・
北
海
道
の
稲
作
作
付
面
積
は
全
国
２
位
で
あ
り
石
狩
川
流
域
に
お
い
て
道
内
の
約
７
割
の
収
量
で
あ
る
こ

と
、
ま
た
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
に
お
い
て
は
江
別
市
が
作
付
、
収
量
に
お
い
て
道
内
１
位
で
あ
り
、
千
歳
川
流

域
産
は
道
内
で
３
割
の
生
産
シ
ェ
ア
で
あ
る
な
ど
、
全
国
の
食
量
供
給
基
地
と
な
っ
て
い
る
こ
と
。
 

 （
事
務
局
か
ら
の
回
答
）
 

・
各
地
域
に
お
け
る
流
域
対
策
の
取
組
内
容
に
関
係
す
る
機
関
に
つ
い
て
は
、
議
論
の
活
発
化
、
円
滑
化
が

図
ら
れ
る
よ
う
に
、
頂
い
た
ご
意
見
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
必
要
に
応
じ
て
関
係
機
関
の
参
加
を
調
整
し
て
ま

い
り
ま
す
。
 

  議
題
（
２
）
は
了
承
さ
れ
た
。
 

  

議
題
（
３
）
に
つ
い
て
 

＜
意
見
ま
た
は
質
問
＞
 

 
な
し
 

  議
題
（
３
）
は
了
承
さ
れ
た
。
 

  議
題
（
４
）
に
つ
い
て
 

＜
意
見
ま
た
は
質
問
＞
 

沼
田
町
 

・
流
域
治
水
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
中
間
と
り
ま
と
め
（
案
）
の
３
／
４
（
Ｐ
．
３
）
黄
枠
の
「
・
利
水
ダ
ム
等
５

８
ダ
ム
に
お
け
る
事
前
放
流
等
の
実
施
、
体
制
構
築
（
関
係
者
：
国
、
北
海
道
、
電
力
会
社
、
土
地
改
良
区

な
ど
）
等
」
に
つ
い
て
 

国
内
に
お
け
る
近
年
の
水
害
の
激
甚
化
等
を
踏
ま
え
る
と
、
北
海
道
に
お
い
て
も
何
時
同
様
の
水
害
が
発

生
し
て
も
お
か
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
も
、
即
座
に
対
応
で
き
る
事
前
放
流
体
制
の
構
築
に
加

え
、
事
前
放
流
に
向
け
た
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
作
成
、
試
験
運
用
の
実
施
と
評
価
、
関
係
機
関
団
体
に
よ

る
一
斉
事
前
放
流
訓
練
の
実
施
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
が
共
通
に
意
識
を
持
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
と
考
え

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

 

（
事
務
局
か
ら
の
回
答
）
 

・
石
狩
川
水
系
（
下
流
）
に
お
け
る
既
存
ダ
ム
の
洪
水
調
節
機
能
強
化
の
取
り
組
み
は
、
河
川
管
理
者
、
ダ

ム
管
理
者
、
関
係
利
水
者
（
ダ
ム
に
権
利
を
有
す
る
者
）
に
よ
り
設
置
さ
れ
た
「
石
狩
川
水
系
（
下
流
）
既

存
ダ
ム
の
洪
水
調
節
機
能
強
化
に
係
る
協
議
の
場
（
以
下
「
協
議
の
場
」
と
い
う
）
に
お
け
る
協
議
を
経
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て
、
令
和
２
年
５
月
２
９
日
に
、「

石
狩
川
水
系
（
下
流
）
治
水
協
定
」
を
締
結
し
、
運
用
に
向
け
て
操
作

規
程
変
更
等
の
諸
手
続
き
を
進
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
意
見
の
と
お
り
、
訓
練
等
の
取
り
組
み
は
重
要

で
あ
り
、
今
後
、
協
議
の
場
の
事
務
局
よ
り
情
報
提
供
を
図
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
 

な
お
、
既
存
ダ
ム
の
洪
水
調
節
機
能
強
化
の
取
り
組
み
は
、
本
協
議
会
に
お
け
る
議
論
の
対
象
外
と
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
協
議
の
場
で
の
協
議
結
果
は
流
域
治
水
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。
今
後
、
協
議
の
場
と
本
協
議
会
に
お
け
る
協
議
、
検
討
結
果
等
を
踏
ま
え
て
、
関
係
機
関
が
連
携

し
各
種
取
組
を
進
め
て
行
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
 

  議
題
（
４
）
は
了
承
さ
れ
た
。
 

 

（
以
上
）
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